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論 文 内 容 の 要 旨 














～1200 K の温度領域の断熱弾性定数を平衡分子動力学法により計算して高温下弾性の発現機構を調査した。 
 第６章では、クリストバライトにおける低温型－高温型相転移に伴う構造変化と高温下弾性に関する古典分子動力
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 












⑶ 古典分子動力学法を用いて石英の弾性定数を相転移点を含む 300～1200 K の温度領域について求め、相転移に伴
う構造変化と弾性挙動との関連性を示している。 






 以上のように、本論文は SiO2 結晶に認められる負のポアソン比の発現機構に関して原子論的な立場から詳細に検
証し、その弾性的異方性に関する温度依存性および圧力依存性について微視的レベルから解明したものであり、その
学術的な価値は高い。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
